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 市外の方も、 

購入可能です。 

詳しくは、 
八戸市史編纂

室まで！ 
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 市史編纂室では平成10年度に事業をスタートしてから、

様々な資料を収集してきました。今年度収集した資料は、

主に幕末・明治時代以降の八戸関係資料です。八戸古文書

勉強会のご協力をいただきながら、整理を進めていたとこ

ろ、八戸青年会の資料や、旧八戸藩士に関する書状、現在

の八戸市南郷区の行政資料が含まれていることがわかり

ました。 

 八戸青年会は、明治22年（1889）に創設され、44年（1911）
まで存続した民営の機関です。文武修養のかたわら、農園

を運営しました。また、図書局も設けられ、当時、財政危

機から風前の灯火となった公立書籍館や八戸書籍縦覧所

の書籍を引き継ぎ、八戸町立図書館へと引き継いでいくこ

とになります。 

 これらの資料をさらに詳しく調査することによって、 

八戸市における近代の様子の一端を知ることが期待され 

ます。 

 

 

島守村(現在の八戸市南郷区) 
追 加 予 算 書 

 



民俗班は、第２回目となるマチの民俗聞き取り調査を実施し、十三日町、馬場町、常海町、上組町、

上徒士町、本鍛冶町、寺横町、堤町など中心街地区の昭和初期から戦後あたりの町内の様子を聞き取り

ました。さらに、大工町、長横町も実施しました。そのほかに湊地区の補足調査も行いました。また、

聞き取りの成果をまとめた「小中野地区の民俗」を発行

します。 

 文化財班は、八戸市史らしい文化財編を編集すべく、

引き続きその方向性を検討していきます。 
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11/1 (火)  第3回 編集委員会  

11/2 (水)  青森県史連絡会議出席 青森市     
11/8(火)～11(金)        

      全国歴史資料保存利用機関連絡協議会出席 

11/19(土) 近・現代部会会議     

11/24(木) 原始・古代・中世部会会議 
11/29(火)～30(水) 
      市外調査（原始・古代・中世部会）長岡市 

12/1(木)～2(金)       

      市外調査（近・現代部会）東京都                

12/15(木)  市史資料保管のため、長者小学校教室へ引越作業 

12/22(木)  小中野の民俗報告書発行 
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10/1(土)   近・現代部会会議 

10/8(土)   民俗班マチの聞き取り補足調査 

10/13(木) 民俗班マチの聞き取り補足調査 

10/14 (金)～17(月) 
                地方史研究協議会出席 敦賀市  
10/24(月) 原始・古代・中世部会会議  

10/28(金) 民俗班マチの聞き取り補足調査 

 考古資料編１の概説部分の原稿について検討会を行いました。今後の作業としては、18名の執筆

委員の再校原稿について、図版・写真・イラスト等の掲載資料の検討に入ります。また、考古資料

編２に関する市外調査として、新潟県立歴史博物館において、是川遺跡関連である青田遺跡出土木

製品（櫛、腕輪、弓など）の遺物比較調査を実施しました。 

 近現代資料編２の資料選定を終え、原稿執筆に取りかかります。内容は、明治末から昭和初期にか

けての八戸の人々の生活が変化して行く様子や、八戸の港湾や漁業に関する史料などを取り上げる

予定です。市外調査は青森県史編さんグループ収集資料の調査、東京都の国立公文書館所蔵資料の調

査を行いました。いずれも戦時中～終戦直後の八戸関係資料を対象としたものです。 

 横浜と東京で八戸関係資料の調査をしました。横浜では (財) 大倉精神文化研究所が所蔵する「明

和四年八戸藩御町奉行日記」を調査しました。これは、八戸藩の城下町を取り締まっていた町奉行

の業務日記で、明和４年（1767年）の元日から晦日まで記されていました。内容は酒造り、染物

屋、ロウソクの材料の売買などの許認可に関するものが多いようでした。この資料は、八戸藩の町

奉行日記として初めて発見できた、大変貴重な資料です。 




